
令和７年12月定例会
一般質問 市政を問う市政を問う

定例会では12月11日、12日に一般質問が行われ、14人の議員が質問に立ちました。その主
な内容を、紙面の都合上、１人２項目程度に要約して掲載しました。
発言内容は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

※各議員のＱＲコードを読み取っていただくと、それぞれの一般質問をご覧いただけます。

詳細な内容は、三原市議会ホームページで閲覧できますのでご覧ください。
三原市議会 会議録検索　　三原市議会YouTube

（会議録公表は、議会終了後おおむね３ヵ月を要しますのでご了承ください。）

も
65
％
止
ま
り
で
４
年
後
に
は
料
金
値

上
げ
の
可
能
性
が
あ
る
。
正
し
く
市
民

に
広
報
す
べ
き
で
な
い
か
。

答
物
価
高
騰
を
踏
ま
え
て
配
管
更
新

計
画
を
見
直
し
て
お
り
、
値
上
げ
に
つ

い
て
は
現
時
点
で
は
答
え
ら
れ
な
い
と

県
水
道
広
域
連
合
企
業
団
か
ら
聞
い
て

い
る
。

問
水
道
水
か
ら
胎
児
に
影
響
が
心
配

な
濃
度
の
神
経
毒
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド

殺
虫
剤
や
発
ガ
ン
性
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
検

出
さ
れ
た
。
妊
婦
が
危
険
を
避
け
る
た

め
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
買
っ
て
も

本
市
は
広
報
も
対
策
も
し
な
い
の
か
。

答
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
殺
虫
剤
の

検
査
実
績
は
な
い
が
、
指
摘
の
濃
度
は

目
標
値
の
約
２
万
分
の
１
で
あ
る
。
ま

た
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
は
年
に
４
回
検
査
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
国
の
暫
定
基
準
値
を

下
回
っ

て
い
る

こ
と
か

ら
問
題

な
い
と

聞
い
て

い
る
。

本
郷
産
廃
処
分
場
へ
の
対
応
に
つ
い
て

問
本
市
が
、
森
林
法
に
基
づ
き
県
知

事
が
必
要
と
定
め
た
隣
接
地
所
有
者
や

地
域
住
民
等
受
益
者
の
同
意
書
が
な
い

ま
ま
林
地
開
発
許
可
し
た
の
は
違
法
で

あ
る
。
当
該
書
類
が
必
要
な
の
は
法
令

上
も
学
識
上
も
当
然
の
常
識
で
あ
る
。

不
要
と
は
、
行
政
と
し
て
大
き
な
過
ち

だ
。
本
市
の
方
針
か
。
見
解
を
問
う
。

答
当
該
書
類
を
必
要
と
す
る
法
令
規

定
は
な
い
。
本
市
は
森
林
法
に
基
づ
い

て
適
正
に
審
査
し
て
い
る
。

問
重
大
発
言
で
非
常
に
残
念
だ
。
竹

原
市
民
は
、
１
年
後
の
汚
染
水
流
出

も
、
本
市
が
未
希
釈
の
排
水
を
検
査
す

れ
ば
汚
染
は
防
げ
る
こ
と
も
知
っ
て
い

る
。
そ
れ
で
も
本
市
は
流
出
元
と
し
て

竹
原
市
民
に
説
明
し
な
い
の
か
。

答
水
質
検
査
を
継
続
し
な
が
ら
、
竹

原
市
と
連
携
し
、
事
業
者
に
よ
る
適
正

な
維
持
管
理
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
引

き
続
き
県
に
要
望
し
て
い
く
。

三
原
の
水
道
事
業
は
大
丈
夫
か

問
県
内
水
道
の
統
合
前
は
、
交
付
金

に
よ
る
黒
字
化
で
10
年
間
の
料
金
据
え

置
き
、
計
画
的
配
管
更
新
が
可
能
と
説

明
さ
れ
た
が
、
実
際
は
12
億
円
の
大
赤

字
を
剰
余
金
等
で
補
填
し
、
配
管
更
新

角
すみ

広
ひろ

 寛
ゆたか

▪�

本
市
の
産
廃
処
分
場
等
へ
の
対
応

に
つ
い
て

▪�

本
市
の
水
道
事
業
に
つ
い
て
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本
郷
産
廃
処
分
場
へ
の
対
応
に
つ
い
て

問
本
市
が
、
森
林
法
に
基
づ
き
県
知

事
が
必
要
と
定
め
た
隣
接
地
所
有
者
や

地
域
住
民
等
受
益
者
の
同
意
書
が
な
い

ま
ま
林
地
開
発
許
可
し
た
の
は
違
法
で

あ
る
。
当
該
書
類
が
必
要
な
の
は
法
令

上
も
学
識
上
も
当
然
の
常
識
で
あ
る
。

不
要
と
は
、
行
政
と
し
て
大
き
な
過
ち

だ
。
本
市
の
方
針
か
。
見
解
を
問
う
。

答
当
該
書
類
を
必
要
と
す
る
法
令
規

定
は
な
い
。
本
市
は
森
林
法
に
基
づ
い

て
適
正
に
審
査
し
て
い
る
。

問
重
大
発
言
で
非
常
に
残
念
だ
。
竹

原
市
民
は
、
１
年
後
の
汚
染
水
流
出

も
、
本
市
が
未
希
釈
の
排
水
を
検
査
す

れ
ば
汚
染
は
防
げ
る
こ
と
も
知
っ
て
い

る
。
そ
れ
で
も
本
市
は
流
出
元
と
し
て

竹
原
市
民
に
説
明
し
な
い
の
か
。

答
水
質
検
査
を
継
続
し
な
が
ら
、
竹

原
市
と
連
携
し
、
事
業
者
に
よ
る
適
正

な
維
持
管
理
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
引

き
続
き
県
に
要
望
し
て
い
く
。

三
原
の
水
道
事
業
は
大
丈
夫
か

問
県
内
水
道
の
統
合
前
は
、
交
付
金

に
よ
る
黒
字
化
で
10
年
間
の
料
金
据
え

置
き
、
計
画
的
配
管
更
新
が
可
能
と
説

明
さ
れ
た
が
、
実
際
は
12
億
円
の
大
赤

字
を
剰
余
金
等
で
補
填
し
、
配
管
更
新

一　　般　　質　　問

本
郷
産
廃
処
分
場
の
本
市
の
対
応

問
市
は
林
地
開
発
許
可
権
者
と
し
て

施
行
状
況
調
査
を
し
、
水
質
汚
染
等
が

許
可
基
準
の
「
環
境
の
保
全
」
に
違
反

を
し
て
い
る
と
し
て
、
開
発
行
為
の
中

止
命
令
を
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
施
行
状
況
調
査
は
概
ね
６
ヵ
月
に

１
回
程
度
の
頻
度
で
計
10
回
行
っ
て
い

る
。
森
林
法
の
「
水
の
確
保
」
や
「
環

境
の
保
全
」
に
は
抵
触
す
る
状
況
に

至
っ
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

問
県
の
林
地
開
発
行
為
の
許
可
の
審

査
基
準
の
中
に
、「
住
民
の
生
活
及
び

産
業
活
動
に
相
当
の
悪
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
無
い
よ
う
に
適
切
な
配
慮
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
」
が
あ
る
が
、
こ
の

基
準
に
違
反
で
は
な
い
か
。

答
森
林
法
で
は
、
騒
音
や
振
動
、
景

観
の
悪
化
、
災
害
リ
ス
ク
等
を
総
合
的

に
審
査
し
、
産
廃
処
分
場
の
設
置
は
他

法
令
で
審
査
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

意
見
本
市
は
、
立
入
検
査
が
で
き
、

開
発
中
止
命
令
を
出
せ
る
立
場
に
あ

る
。
現
在
起
こ
っ
て
い
る
問
題
に
つ
い

て
、
市
民
側
に
立
っ
た
目
線
で
対
応
を

お
願
い
し
た
い
。

農
道
鷺
浦
町
５
号
線
整
備
工
事
の
疑
念

問
９
月
議
会
で
も
取
り
上
げ
た
が
、

民
有
地
を
１
億
円
近
く
の
公
費
で
整
備

す
る
こ
と
の
正
当
性
を
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答
観
光
客
の
安
全
性
と
利
便
性
を
向

上
さ
せ
て
観
光
推
進
を
図
り
、
公
共
の

利
益
を
増
進
す
る
公
益
性
の
あ
る
事
業

で
あ
る
と
考
え
る
。

問
観
光
推
進
計
画
は
具
体
性
が
全
く

な
く
、
特
定
の
地
権
者
へ
の
利
益
供
与

に
あ
た
り
、
地
方
自
治
法
（
２
３
２
条

の
２
）
の
違
反
は
明
白
で
は
な
い
か
。

答
観
光
ビ
シ
ョ
ン
等
の
目
標
達
成
に

資
す
る
事
業
で
あ
り
、公
益
性
が
あ
る
。

問
Ｎ
Ｏ
Ｔ 

Ａ 

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
事
業
者

と
何
か
取
り
決
め
事
項
が
あ
る
の
か
。

答
取
り
決
め
事
項
は
な
い
。

問
事
業
者
の
土
地
を
税
金
で
整
備
す

る
の
に
、
何
の
取
り
決
め
事
項
も
無
く

実
行
で
き
る
の
か
。

答
市
が
長
年
に
わ
た
り
維
持
管
理
し

て
い
る
道
路
な
の
で
問
題
な
い
。

問
銀
行
の
抵
当
に
充
て
ら
れ
た
土
地

だ
が
、
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
場
合
で

も
、
言
い
張
る
つ
も
り
か
。

答
公
衆
用
道
路
と
し
て
市
に
よ
る
維

持
管
理
は
で
き
る
と
認
識
し
て
い
る
。

田
た

中
なか

 裕
ひろ

規
き

▪�

農
道
鷺
浦
町
５
号
線
整
備
工
事
に

つ
い
て

▪�

本
郷
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

現
状
と
本
市
の
対
応
に
つ
い
て

問
佐
木
島
で
は
、
レ
モ
ン
な
ど
柑
橘

の
生
産
が
Ｊ
Ａ
広
島
果
実
連
に
よ
っ
て

進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
ジ
ャ
ム
の
製

造
・
販
売
も
行
わ
れ
て
い
る
。
６
次
産

業
と
し
て
支
援
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

答
６
次
産
業
に
つ
い
て
は
、
付
加
価

値
を
付
け
、
所
得
向
上
を
図
る
支
援
を

行
う
。「
農
業
の
活
性
化
」
に
つ
い
て

地
域
計
画
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
（
よ

り
良
く
し
、
完
成
度
を
高
め
る
）
を
図

り
、
効
率
的
・
安
定
的
農
業
経
営
が
で

き
る
よ
う
担
い
手
の
確
保
、
農
地
利
用

集
積
、
所
得
の
確
保
に
繋
げ
る
よ
う
進

め
て
い
く
。

男
女
平
等
社
会
の
推
進
に
つ
い
て

問
男
女
共
同
参
画
の
取
組
か
ら
、
男

女
平
等
に
向
け
た
本
市
の
取
組
に
つ
い

て
問
う
。

答
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
「
私
ら

し
く
暮
ら
せ
る
み
は
ら
プ
ラ
ン
」
に
よ

り
、
①
環
境
づ
く
り
②
安
心
・
安
全
づ

く
り
③
人
づ
く
り
を
基
本
目
標
に
施
策

を
進
め
て
い
る
。

問
男
女
平
等
を
担
当
す
る
専
門
部
署

の
配
置
に
つ
い
て
問
う
。

答
現
行
の
体
制
を
生
か
し
つ
つ
、
必

要
に
応
じ
て
組
織
体
制
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

農
業
政
策
と
活
性
化
に
つ
い
て

問
１
次
産
業
で
あ
る
農
業
と
、
そ
の

６
次
産
業
化
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

問
う
。

答
現
在
、
一
定
の
基
準
を
満
た
す
農

業
経
営
体
は
１
３
１
６
で
、
５
年
間
で

４
２
５
減
少
し
て
い
る
。
中
山
間
地
域

は
水
稲
地
帯
で
、
大
変
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
た
た
め
、
米
粉
用
米
の
作
付

け
を
振
興
し
、
保
管
施
設
の
整
備
や
製

粉
工
場
の

誘
致
に
取

り
組
み
、

６
次
産
業

化
へ
の
支

援
を
行
っ

て
い
る
。

問
担
い
手
育
成
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
問
う
。

答
農
業
の
担
い
手
確
保
は
、
新
規
就

農
者
の
育
成
と
、
既
存
経
営
体
の
強
化

が
重
要
と
な
る
。
ま
た
中
山
間
地
に
お

け
る
担
い
手
の
確
保
は
、
集
落
営
農
組

織
の
法
人
化
を
進
め
て
き
た
が
、
高
齢

化
に
よ
る
人
員
不
足
の
課
題
を
抱
え
て

い
る
。

高
たか

木
き

 武
たけ

子
こ

▪�

農
業
政
策
と
活
性
化
に
つ
い
て

▪�

男
女
平
等
社
会
の
推
進
に
つ
い
て
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一　　般　　質　　問

「
人
が
集
ま
る
ま
ち
へ
、
雇
用
改

革
」
に
つ
い
て

問
本
市
の
未
来
を
支
え
る
若
者
の
就

職
・
定
着
は
最
重
要
課
題
で
あ
る
。
地

元
で
働
き
暮
ら
す
将
来
像
を
描
け
る
よ

う
、
企
業
と
の
つ
な
が
り
や
情
報
提
供

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
採
用
活
動
に

必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
新
た

な
仕
組
み
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
採
用
費
補
助
は
当
面
行
わ
ず
現
行

制
度
で
対
応
し
、
各
事
業
の
効
果
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
進
学
先
把
握
や
大
学

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た
企
業

Ｐ
Ｒ
な
ど
、
よ
り
効
果
的
な
人
材
確
保

策
を
検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

「
未
来
を
つ
く
る
投
資
グ
リ
ス
ロ
導
入
」

問
高
齢
者
や
観
光
客
、
鉄
道
利
用
者

に
共
通
す
る
課
題
で
あ
る
「
ラ
ス
ト
ワ

ン
マ
イ
ル
」
を
補
完
す
る
グ
リ
ー
ン
ス

ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
生
活
支
援
と
観

光
振
興
、
さ
ら
に
は
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
投
資
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
導
入
に
つ
い
て
の
考
え
を
問
う
。

答
路
線
バ
ス
で
対
応
可
能
な
区
間
が

多
く
、
国
道
１
８
５
号
で
の
交
通
影
響

や
採
算
性
の
課
題
も
あ
る
た
め
、
他
自

治
体
の
事
例
を
注
視
し
つ
つ
、
導
入
の

可
否
を
研
究
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問
同
規
模
自
治
体
と
比
べ
基
金
残
高

に
余
裕
の
あ
る
本
市
が
、
必
要
な
投
資

を
控
え
る
姿
勢
は
市
民
の
理
解
を
得
に

く
い
の
で
は
な
い
か
。
高
齢
者
支
援
や

観
光
促
進
、
中
心
市
街
地
活
性
化
、
Ｊ

Ｒ
利
用
促
進
を
同
時
に
実
現
し
得
る
グ

リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
導
入
の
必

要
性
に
つ
い
て
、
市
の
認
識
と
立
場
を

明
確
に
示
さ
れ
た
い
。

答
移
動
利
便
性
や
観
光
回
遊
性
、
鉄

道
利
用
促
進
に
対
す
る
取
組
の
必
要
性

は
認
識
し
て
お
り
、
他
自
治
体
の
事
例

を
踏
ま
え
つ
つ
、
導
入
の
可
否
に
つ
い

て
幅
広
い
視
点
で
研
究
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

石
いし

井
い

 克
かつ

昭
あき

▪�

投
資
的
事
業
と
し
て
の
グ
リ
ー
ン
ス

ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
に
つ
い
て

▪�

人
手
不
足
解
消
に
向
け
た
雇
用
対

策
に
つ
い
て

ら
な
い
。
さ
ら
に
何
が
起
き
て
も
止
ま

ら
な
い
施
設
で
あ
る
こ
と
が
判
断
基
準

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

市
独
自
の
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

問
物
価
高
騰
で
市
民
の
暮
ら
し
は
深

刻
な
事
態
だ
。
国
は
自
治
体
に
対
し
て

重
点
支
援
地
方
交
付
金
を
拡
充
す
る
よ

う
だ
が
、
本
市
へ
の
配
分
規
模
と
支
援

策
に
つ
い
て
問
う
。
さ
ら
に
、
全
世
帯

及
び
全
市
民
を
対
象
に
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答
本
市
へ
は
８
億
～
９
億
円
程
度
と

見
込
ん
で
お
り
、
市
民
一
人
当
た
り
３

千
円
相
当
の
支
援
に
加
え
同
程
度
以
上

追
加
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

問
昨
年
度
も
本
市
独
自
に
低
所
得
者

世
帯
に
支
援
し
た
が
、
今
回
も
市
の
一

般
財
源
を
活
用
し
て
上
乗
せ
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
当
面
は
、
国
か
ら
の
交
付
金
を
最

大
限
活
用
し
た
い
。
一
方
で
生
活
者
や

事
業
者
に
最
も
有
効
な
支
援
策
を
講
じ

る
た
め
、
交
付
金
が
不
足
し
た
場
合
に

は
一
般

財
源
の

活
用
も

検
討
す

る
。

産
廃
と
の
混
入
焼
却
施
設
誘
致
は
や

め
よ

問
も
や
す
ご
み
処
理
施
設
の
検
討
に

お
け
る
企
業
誘
致
・
委
託
の
調
査
で

は
、
産
廃
と
の
混
入
焼
却
施
設
を
誘
致

す
る
企
業
が
市
の
調
査
に
応
じ
た
よ
う

だ
。な
ぜ
、将
来
的
な
リ
ス
ク
を
背
負
っ

て
ま
で
一
般
廃
棄
物
の
処
理
を
民
間
任

せ
に
す
る
の
か
。

答
企
業
誘
致
・
委
託
の
ケ
ー
ス
は
、

本
市
に
と
っ
て
一
定
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
た
め
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
課
題
に

つ
い
て
も
し
っ
か
り
検
討
す
る
。

問
全
国
で
稼
働
の
実
例
が
な
い
こ
と

や
、
搬
入
さ
れ
る
産
廃
を
市
が
毎
日

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
の
か
な
ど
懸
念
が
大

き
く
、
今
の
段
階
で
検
討
か
ら
外
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
不
利
な
点
も
含
め
て
公
平
に
評
価

す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
搬
入
物
の

チ
ェ
ッ
ク
を
市
が
主
体
的
に
関
与
す
る

体
制
を
確
実
に
構
築
す
る
こ
と
の
実
現

性
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

問
産
廃
と
の
混
入
は
問
題
が
起
き
た

と
き
に
原
因
究
明
が
出
来
な
い
こ
と
が

明
ら
か
だ
。
な
ぜ
リ
ス
ク
を
負
っ
て
ま

で
企
業
誘
致
を
選
択
肢
に
す
る
の
か
。

答
市
民
が
不
安
に
な
る
選
択
肢
は
取

寺
てら

田
だ

 元
もと

子
こ

物価高騰で
くらしが大変

標準財政規模に占める
財政調整基金残高の割合

仮に標準財政規模（令和６年度約280億円）の５％相当
額である14億円の一部を活用したとしても、依然とし
て20％の水準は維持でき、健全性を損なう心配はない。

財政調整基金残高／
標準財政規模

令和
２年度

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

令和
６年度

三原市 20.3% 22.1% 25.5% 25.4% 25.0%

尾道市 12.8% 12.7% 13.2% 13.0%

三次市 13.1% 12.8% 13.6% 14.2%

府中市 22.2% 21.9% 21.1% 16.9%

大竹市 11.4% 11.0% 14.0% 14.4%

▪�

深
刻
な
物
価
高
騰
か
ら
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る

市
独
自
の
支
援
策
の
実
施
を
に
つ
い
て

▪�

負
担
の
限
界
を
超
え
て
い
る
国
民
健
康
保
険
税

の
来
年
度
引
下
げ
に
つ
い
て

▪�

来
年
度
か
ら
さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
策
の
拡
充

を
す
べ
き
に
つ
い
て

▪�

も
や
す
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
検
討
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て

▪�

支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
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一　　般　　質　　問

線
の
乗
り
継
ぎ
等
の
利
便
性
を
高
め
る

ダ
イ
ヤ
見
直
し
や
路
線
の
複
線
化
。
２

つ
目
は
、
多
様
な
利
用
者
が
安
心
・
安

全
に
利
用
で
き
る
た
め
の
各
駅
施
設
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
。
３
つ
目
は
、
災
害

に
備
え
た
強
靭
化
対
策
の
推
進
で
、
い

ず
れ
も
利
用
者
の
利
便
性
向
上
と
安

心
・
安
全
の
確
保
に
向
け
た
内
容
で
あ

る
。

③
観
光
列
車
エ
ト
セ
ト
ラ
な
ど
を
有
効

活
用
し
、
沿
線
自
治
体
と
連
携
し
た
観

光
周
遊
事
業
の
推
進
に
よ
る
利
用
促
進

に
加
え
、
今
後
は
、
将
来
像
や
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
と
一
体
と
な
っ
た
交
通

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
た
め
、Ｊ
Ｒ
を
は
じ
め
、国
や
県
、

沿
線
自
治
体
と
連
携
し
課
題
の
共
有
と

整
理
を
進
め
て
い
く
。

呉
線
維
持
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

問
風
光
明
媚
な
呉
線
全
線
開
通
90
周

年
を
迎
え
た
令
和
７
年
10
月
、
三
原
～

広
間
の
収
支
率
20
％
、
営
業
赤
字
13
・

７
億
円
と
公
表
さ
れ
た
新
聞
報
道
を
受

け
、
次
の
点
を
問
う
。

①
報
道
内
容
に
対
す
る
本
市
の
受
け
止

め
と
認
識
に
つ
い
て
②
市
民
生
活
の
基

盤
と
し
て
不
可
欠
な
路
線
の
維
持
及
び

利
便
性
向
上
に
向
け
た
Ｊ
Ｒ
へ
の
働
き

か
け
に
つ
い
て
③
鉄
道
を
核
と
し
た
地

域
の
環
境
づ
く
り
や
投
資
に
よ
る
経
済

効
果
の
検
討
に
つ
い
て
。

答
①
Ｊ
Ｒ
呉
線
の
経
営
状
況
に
つ
い

て
は
大
変
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。
利

用
者
の
減
少
は
、
少
子
化
に
伴
う
通
学

利
用
の
減
少
に
加
え
減
便
な
ど
に
よ
る

利
便
性
の
低
下
が
原
因
と
考
え
て
い

る
。
観
光
路
線
と
し
て
Ｐ
Ｒ
事
業
を
実

施
し
て
い
る
が
、
経
営
改
善
に
至
っ
て

い
な
い
。
路
線
維
持
の
た
め
に
は
、
生

活
路
線
と
し
て
の
利
用
促
進
に
加
え
、

観
光
路
線
と
し
て
の
魅
力
向
上
の
取
組

も
継
続
し
た
い
。

②
県
内
各
市
町
が
抱
え
る
利
便
性
向
上

に
関
す
る
課
題
や
意
見
を
県
が
取
り
ま

と
め
Ｊ
Ｒ
へ
要
望
し
て
い
る
う
ち
、
呉

線
関
連
は
次
の
と
お
り
。
１
つ
は
、
呉

中
なか

迫
さこ

 勇
ゆう

三
ぞう

▪�

全
線
開
通
か
ら
90
周
年
を
迎
え
た
呉

線
の
維
持
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

▪�

日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業
に
つ

い
て

ど
を
研
究
す
る
と
と
も
に
、
維
持
管
理

に
係
る
コ
ス
ト
縮
減
を
め
ざ
し
、
必
要

な
予
算
確
保
に
も
努
め
て
い
く
。

こ
れ
か
ら
の
市
民
体
育
大
会
に
つ
い
て

問
令
和
７
年
は
市
制
施
行
20
周
年
記

念
と
し
て
体
育
大
会
は
開
催
さ
れ
た

が
、
19
地
区
の
う
ち
７
地
区
が
不
参
加

と
な
っ
た
。
不
参
加
の
原
因
と
今
後
の

在
り
方
に
つ
い
て
聞
く
。

答
不
参
加
の
原
因
は
、
高
齢
化
に
よ

る
地
域
活
動
の
担
い
手
不
足
、
若
年
層

の
減
少
、
ま
た
、
子
ど
も
の
活
動
の
多

様
化
な
ど
、
社
会
構
造
が
抱
え
る
課
題

と
捉
え
、
こ
れ
が
選
手
確
保
の
困
難
さ

に
繋
が
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
、
地
区
代
表
者
会
議
で
大
会
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
そ
の
会
議
で
丁
寧
に
議
論
し

方
向
性
を
定
め
て
い
く
。

中
山
間
地
域
の
問
題
解
決
に
つ
い
て

問
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
が
進
み
、

中
山
間
地
域
で
は
農
地
や
市
道
の
管
理

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
が
、
問
題
解

決
の
考
え
に
つ
い
て
２
点
聞
く
。

①
農
業
従
事
者
が
減
少
し
て
い
る
中

で
、若
い
担
い
手
の
確
保
策
に
つ
い
て
。

②
ほ
ぼ
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ

て
い
る
市
道
の
草
刈
り
作
業
を
省
力
化

で
き
る
機
械
や
除
草
剤
の
使
用
及
び
予

算
の
増
額
に
つ
い
て
。

答
①
本
年
度
末
に
は
集
落
法
人
間
連

携
に
よ
る
体
制
強
化
に
前
向
き
な
意
思

を
示
し
た
法
人
に
対
し
、
仕
組
み
を
提

案
し
課
題
の
解
消
を
進
め
て
い
く
。
人

材
確
保
に
つ
い
て
は
国
や
県
等
に
よ
る

人
材
確
保
制
度
の
情
報
収
集
に
努
め
、

法
人
の
課
題
解
決
に
有
効
な
手
法
の
情

報
提
供
を
進
め
、
安
定
的
な
経
営
継
続

の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

②
草
刈
り
作
業
を
省
力
化
で
き
る
機
械

の
導
入
に
つ
い
て
は
、
市
道
の
維
持
管

理
に
向
け
た
取
組
と
し
て
有
効
で
あ

り
、
引
き
続
き
安
全
性
の
観
点
も
踏
ま

え
様
々
な
手
法
を
検
討
し
て
い
く
。

　
除
草
剤
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
環
境

や
健
康
へ
の
配
慮
と
い
っ
た
課
題
が
あ

り
、
国
や
県
、
他
の
自
治
体
の
動
向
な

岡
おか

 富
とみ

雄
お

▪�

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
続
く

中
山
間
地
域
に
お
け
る
問
題
解
決

の
考
え
を
聞
く

▪�

三
原
市
民
体
育
大
会
の
今
後
の
在

り
方
に
つ
い
て
聞
く

12地区が参加して
開催された今大会

観光列車etSETOra（エトセトラ）
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